明石ともしび会家族会例会次第

日時：2010年3月27日（土）

場所：コスモス共同作業所

内容：疑問悩みに関する談話会および平成21年度反省会
情報：

●　精神科医院における処遇等についての審査について

　県立精神保健福祉センター（078-252-4980）のなかにある、精神医療審査会（078-252-4983）に審査請求することができる。

保護者か本人が申請できるが、まず、手紙で状況を述べると、センターから電話があり、申請の可否が相談される。

審査委員が医師に話を聞く（本人、保護者同席）→不当と判断された場合、改善命令、指導が行われる。

●　講演「2010　統合失調症はどこまでわかったか」（大阪医大の菊山先生）

　　於2010年３月21日（日）に尼崎労働福祉会館。

まとめ

・精神病は脳体積が減少する。
・至適容量の第2世代抗精神病薬は脳体積減少を防止する。
・第2世代抗精神病薬は脳を保護するために使うのである。

・統合失調症と気分障害は同じ疾患の異なる側面である。
・精神病の遺伝子は異常な遺伝子ではない。

　　その質疑の中で2,3興味あった件について以下に概略を記す。
　　・抗精神病薬の単剤化の意味はドーパミンをブロックする薬剤が一剤。それ以外の薬が一緒にあっても大丈夫。

　　・陽性症状が消えた後、陰性症状が長く続く場合、2年前から新たに使えるようになった抗うつ薬がよく効くことがある。
　　・ひきこもりの人にも上記の抗うつ剤が効くことがある。

　　・現実に第1世代薬と第2世代薬、合計5種類を処方された。プラス思考の処方ではない。

　　・30歳までは統合失調症が進行しやすいので神経保護作用のある第2世代抗精神病薬を使う方がよい。30歳を超えると病気は進行しにくいので第1世代薬でもよい（ただし、多量投与はいけない）。
●NHKの総合福祉テキスト、ＮＨＫ社会福祉セミナー２０１０年4月号に「福祉ネットワーク統合失調症からの回復」が、掲載されました。
●みんなネットでは、小冊子「わたしたち家族からのメッセージ～統合失調症を正しく理解するために～」を作成し、４月以降は希望する人に対しても、１冊２００円（送料無料）で配布するとのことです。
●平成21年度の活動
・2009/5/9（土）

家族会のあり方について

　　NPO法人との役割分担

平成21年度の家族会活動方針として「親亡き後をどうするか」をテーマ。

・2009/6/27（土）

テーマ：親亡き後をどうするか　第1回障害者の社会保障制度（福祉サービス）の整理

・2009/7/28（火）

勉強会「親亡き後をどうするか 第2回 グループホーム、生活保護、権利擁護について」

於明石健康福祉事務所（明石保健所）第1会議室

市役所障害福祉課馬田課長、市福祉事務所生活福祉課澤　一善

市社会福祉協議会　松岡　育代（社会福祉士）

・2009年8月22日（土）　　　

茶話会　（DVD「統合失調症の人の回復力を高める家族のコミュニケーション（第1巻）の視聴とフリートーキング）

・2009年10月31日（土）

DVD「統合失調症の人の回復力を高める家族のコミュニケーション（第2巻）の視聴とフリートーキング）

・2009年10月24日（土）

バザー（あかしふれあいフェスティバル2009）が市立産業交流センターで開催。衣料品、日用雑貨等の販売で28,170円を売り上げ。

・2009年11月28日（土）

DVD「統合失調症の人の回復力を高める家族のコミュニケーション（第3巻）の視聴とフリートーキング）

・2009年12月12日（土）
家族会忘年会。懇親を深めながら、日ごろの疑問、を話し合える場。

かごの屋にて。
・2010年1月26日（火）
講演会「ありのままの自分で、今を生きる」
講師：渡口泰子さん（ドリームファクトリー代表）

於明石健康福祉事務所（オープンで開催）
・2010年2月20日（土）

茶話会

・2010年3月27日（土）

疑問悩みに関する談話会および平成21年度反省会

●平成22年度の家族会活動
　・家族会例会（茶話会、勉強会）を4月、6月、7月、11月、12月、2月に実施。
　・総会（NPO明石ともしび会総会の中で実施）を5月に実施。
　・レク（NPO明石ともしび会共催）を9月に実施。
・バザー（NPO明石ともしび会共催）を10月に実施。

・忘年会（NPO明石ともしび会共催）を12月に実施。
　
●平成22年度家族会役員（案）
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